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きょうの紙面

　

薬
局
や
薬
学
領
域
で
、
獣
医
療
を
め
ぐ
る
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
。
動
物
病
院
か
ら
処
方
箋
を
応
需
し
、
飼
い

主
に
薬
を
届
け
る
ペ
ッ
ト
調
剤
を
手
が
け
る
薬
局
が
登
場

す
る
中
、
新
た
な
動
き
と
し
て
大
賀
薬
局
（
福
岡
市
）
が

動
物
病
院
を
グ
ル
ー
プ
化
し
た
。
薬
学
領
域
で
は
、
獣
医

療
の
多
職
種
連
携
を
目
指
し
、
東
京
薬
科
大
学
薬
学
部
の

櫻
井
浩
子
教
授
を
代
表
理
事
と
す
る
日
本
獣
医
療
薬
学
協

議
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
ペ
ッ
ト
調
剤
の
標
準
化
に
向

け
、
ア
カ
デ
ミ
ア
主
導
で
薬
局
や
動
物
病
院
勤
務
の
薬
剤

師
が
参
画
す
る
研
究
会
も
近
く
始
動
す
る
見
通
し
だ
。
都

道
府
県
薬
剤
師
会
も
今
年
度
、
薬
剤
師
向
け
研
修
会
の
開

催
を
計
画
し
て
お
り
、
獣
医
療
と
薬
局
・
薬
剤
師
の
接
点

は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

ヒ
ト
医
療
で
は
病
院
か
ら
薬

局
へ
の
処
方
箋
受
取
率
（
医
薬

分
業
率
）
が
８
割
を
超
え
る
の

に
対
し
、
獣
医
療
は
約
50
年
遅

れ
て
同
様
の
流
れ
を
辿
る
と
さ

れ
る
。
ペ
ッ
ト
調
剤
に
参
入
す

る
薬
局
も
出
始
め
て
お
り
、
大

賀
薬
局
も
そ
の
一
つ
だ
。
２
０

２
４
年
に
開
始
し
た
ペ
ッ
ト
調

剤
事
業
は
苦
戦
し
、
打
開
策
と

し
て
小
郡
市
内
の
藤
野
動
物
病

院
の
買
収
に
踏
み
切
っ
た
。
同

院
は
昨
年
６
月
に
グ
ル
ー
プ
入

り
し
、今
年
１
月
に「
大
賀
ペ
ッ

ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
名
称
変
更

し
た
。

　

動
物
病
院
を
め
ぐ
る
Ｍ
＆
Ａ

は
、
動
物
病
院
グ
ル
ー
プ
や
投

資
フ
ァ
ン
ド
が
主
な
買
い
手

で
、
薬
局
に
よ
る
買
収
は
異
例

と
さ
れ
る
。
薬
局
傘
下
入
り
を

決
め
た
伊
藤
太
一
院
長
は
「
薬

局
や
薬
剤
師
を
中
心
と
す
る
企

業
に
よ
る
参
入
は
少
な
く
、
連

携
の
可
能
性
に
魅
力
を
感
じ

た
」
と
話
す
。

　

そ
の
上
で
、「
獣
医
師
に
集

中
し
て
い
る
業
務
を
い
か
に
他

職
種
へ
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
シ
ェ

ア
す
る
か
」
と
課
題
を
指
摘
。

動
物
病
院
で
の
薬
剤
師
の
可
能

性
に
つ
い
て
は
「
薬
剤
師
と
愛

玩
動
物
看
護
師
の
給
与
水
準
を

考
え
る
と
雇
用
は
難
し
い
」
と

し
つ
つ
、「
獣
医
師
側
も
薬
剤

師
が
何
を
で
き
る
か
十
分
に
理

解
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

薬
剤
師
業
務
を
見
え
る
化
し
、

愛
玩
動
物
看
護
師
が
担
う
業
務

の
一
部
も
含
め
て
対
応
し
、
コ

ス
ト
に
見
合
う
価
値
を
創
出
で

き
る
か
が
カ
ギ
に
な
る
。
薬
剤

師
が
動
物
業
界
で
有
用
で
あ
る

と
示
し
た
い
」
と
語
る
。

　

薬
局
・
薬
剤
師
も
獣
医
療
に

熱
視
線
を
送
る
。
日
本
薬
剤
師

会
の
岩
月
進
会
長
は
、
昨
年
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
薬
の
専
門

家
で
あ
れ
ば
、
農
薬
や
動
物
用

医
薬
品
も
含
め
て
関
与
す
べ
き

で
、
市
場
を
限
定
す
る
必
要
は

な
い
。『
薬
』
と
付
く
も
の
は

薬
剤
師
が
担
う
べ
き
だ
」
と
発

言
し
た
。
神
奈
川
県
な
ど
複
数

の
薬
剤
師
会
で
も
、
獣
医
療
を

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
入
れ

る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

薬
学
領
域
で
も
獣
医
師
、
愛

玩
動
物
看
護
師
、
薬
剤
師
に
よ

る
多
職
種
連
携
の
実
現
へ
日
本

獣
医
療
薬
学
協
議
会
が
立
ち
上

が
っ
た
。
昨
秋
か
ら
提
供
し
て

い
る
「
薬
剤
師
の
た
め
の
獣
医

療
薬
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は

２
次
募
集
か
ら
有
料
化
し
た

が
、
す
ぐ
定
員
に
達
し
た
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
新
規
業

務
の
付
加
で
は
な
く
、
既
に
求

め
ら
れ
て
い
る
役
割
を
安
全
に

担
う
た
め
の
基
盤
整
備
と
位
置

付
け
る
。
獣
医
で
あ
る
櫻
井
氏

は
「
薬
局
が
獣
医
療
に
関
わ
る

意
義
は
、
動
物
を
直
接
診
る
こ

と
で
は
な
く
、
飼
い
主
を
通
じ

て
健
康
と
安
全
を
守
る
点
に
あ

る
」
と
し
、
薬
剤
師
の
薬
物
療

法
へ
の
本
格
参
入
に
は
慎
重
な

姿
勢
を
示
す
。

　

一
方
、
ア
カ
デ
ミ
ア
主
導

で
、
薬
局
や
動
物
病
院
に
勤
務

す
る
薬
剤
師
や
薬
科
大
学
教
員

ら
が
参
画
す
る
研
究
会
も
近
く

始
動
す
る
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、

東
北
医
科
薬
科
大
学
薬
学
部
臨

床
薬
剤
学
教
室
の
金
野
太
亮
助

教
や
、
昭
和
薬
科
大
学
臨
床
薬

学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
実
践
薬

学
部
門
の
神
林
弾
講
師
ら
が
名

を
連
ね
、
ペ
ッ
ト
調
剤
の
標
準

化
な
ど
を
検
討
す
る
方
針
だ
。

　

獣
医
師
の
一
部
に
は
薬
剤
師

参
入
を
歓
迎
す
る
向
き
も
あ
る

が
、
職
能
を
奪
わ
れ
る
こ
と
へ

の
警
戒
感
は
強
い
。
農
林
水
産

省
が
推
進
す
る
チ
ー
ム
獣
医
療

で
カ
ギ
を
握
る
の
は
23
年
に
国

家
資
格
と
し
て
誕
生
し
た
愛
玩

動
物
看
護
師
で
、
そ
の
数
は
３

万
人
に
上
る
。

　

飼
養
者
へ
の
服
薬
指
導
な
ど

で
は
愛
玩
動
物
看
護
師
と
の
協

働
も
視
野
に
入
る
。
た
だ
、
日

本
愛
玩
動
物
看
護
師
会
の
横
田

淳
子
会
長
は
「
薬
剤
師
は
ヒ
ト

医
療
の
知
識
を
有
し
て
い
る
も

の
の
、
動
物
は
種
ご
と
に
生
態

が
異
な
る
。
ま
ず
獣
医
療
を
学

ぶ
仕
組
み
の
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
、
薬
剤
師
を

組
み
入
れ
た
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・

シ
ェ
ア
に
は
時
間
が
か
か
る
と

の
認
識
を
示
し
た
。

　

獣
医
療
と
薬
学
の
接
点
は
広

が
り
つ
つ
あ
る
一
方
、
教
育
体

制
の
整
備
が
薬
剤
師
参
入
の
カ

ギ
を
握
り
そ
う
だ
。

◆
後
発
品
メ
ー

カ
ー
の
再
編
に

付
随
し
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
の
再
編
が

加
速
し
て
い

る
。
第
一
三
共
が
サ
ン
ト

リ
ー
に
第
一
三
共
ヘ
ル
ス
ケ

ア
を
売
却
し
た
。
武
田
薬
品

が
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
ブ
ラ
ッ

ク
ス
ト
ー
ン
グ
ル
ー
プ
に
Ｏ

Ｔ
Ｃ
事
業
を
譲
渡
し
、
ア
リ

ナ
ミ
ン
製
薬
が
誕
生
し
た
の

に
続
く
動
き
だ
。
医
療
用
医

薬
品
大
手
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
事
業
を

切
り
離
す
動
き
が
鮮
明
と

な
っ
て
い
る
◆
医
療
用
か
ら

一
般
用
へ
の
ス
イ
ッ
チ
化
な

ど
Ｏ
Ｔ
Ｃ
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
す
る
中
、
業
界
内
で

新
陳
代
謝
が
進
む
こ
と
自
体

は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
安
定
供
給
の
確
保
が

今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
る

◆
後
発
品
は
製
造
不
正
問
題

を
契
機
に
品
切
れ
や
出
荷
調

整
が
続
き
、
供
給
不
安
は
今

も
な
お
解
決
し
て
い
な
い
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
供
給
は
、
医
療
用

新
薬
メ
ー
カ
ー
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
の

指
摘
も
あ
る
◆
Ｏ
Ｔ
Ｃ
分
野

は
最
大
手
の
大
正
製
薬
を
は

じ
め
日
系
企
業
が
リ
ー
ド
す

る
業
界
だ
。
今
月
か
ら
医
薬

品
医
療
機
器
等
法
施
行
で
医

薬
品
販
売
制
度
も
見
直
さ
れ

た
。
再
編
に
よ
っ
て
担
い
手

が
変
わ
る
中
で
も
品
質
と
安

定
供
給
を
確
実
に
担
う
体
制

を
構
築
で
き
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。

定
し
た
上
で
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
提

出
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
該
当
性

を
精
査
し
て
候
補
を
選
定
す

る
な
ど
の
過
程
を
経
て
、
部

会
に
報
告
す
る
流
れ
と
な
っ

て
い
る
。

と
、
医
療
用
と
同
等
ま
で
増
量

し
て
差
し
支
え
な
い
と
し
た
。

　

た
だ
、
富
永
孝
治
委
員
（
日

本
薬
剤
師
会
常
務
理
事
）が「
引

き
上
げ
量
が
大
幅
に
増
加
す
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
要
指
導

薬
か
ら
始
め
て
い
く
の
が
妥
当

で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
、
厚
労
省
が
必
要
な
資
料
を

収
集
し
た
上
で
、
再
度
部
会
で

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。

　

一
般
用
の
用
量
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
、
一
般
用
の
経
口
固

形
剤
と
し
て
既
に
承
認
さ
れ
て

い
る
も
の
と
分
量
、
用
法
・
用

量
が
対
応
す
る
医
療
用
よ
り
低

く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一

般
用
の
効
能
・
効
果
が
医
療
用

の
範
囲
内
に
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
る
。

　

業
界
団
体
が
候
補
成
分
を
選

フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
大
き
な
相

違
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
患
者
の
腎
機
能
が
低
下
し

て
い
る
場
合
は
使
用
前
に
医
師

等
に
相
談
す
る
こ
と
を
添
付
文

書
で
注
意
喚
起
す
る
こ
と
で
安

全
な
使
用
に
つ
な
が
る
と
判
断

し
た
。

　

総
合
評
価
と
し
て
、「
必
要

な
措
置
を
取
る
こ
と
で
増
量
に

よ
る
安
全
性
の
懸
念
は
許
容
可

能
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。
そ

の
た
め
、
一
般
用
に
つ
い
て
も

15
歳
以
上
（
１
日
３
回
用
法
の

場
合
）
で
１
日
量
を
２
０
０
０

㎎
、
１
回
量
を
６
６
６
・
７
㎎

　

ト
ラ
ネ
キ
サ
ム
酸
は
日
本
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
協
会
薬
制
委
員
会

が
選
定
し
た
も
の

で
、
一
般
用
の
１

日
最
大
用
量
は
７

５
０
㎎
、
１
回
最

大
用
量
は
２
５
０

㎎
と
な
っ
て
い

る
。

　

医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
（
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ａ
）
が
一
般

用
の
安
全
性
に
関

す
る
評
価
を
行
っ

た
結
果
、
医
療
用

と
安
全
性
プ
ロ

を
踏
ま
え
、
再
度
部
会
で
意
見

交
換
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
は

15
日
の
薬
事
審
議

会
要
指
導
・
一
般

用
医
薬
品
部
会

で
、
抗
炎
症
剤
で

あ
る
ト
ラ
ネ
キ
サ

ム
酸
の
一
般
用
医

薬
品
に
つ
い
て
、

用
量
を
医
療
用
医

薬
品
と
同
等
ま
で

引
き
上
げ
る
方
針
を
報
告
し

た
。
た
だ
、「
引
き
上
げ
量
が

大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
要
指
導
医
薬
品
か
ら

始
め
る
の
が
妥
当
」
な
ど
の
意

見
が
委
員
か
ら
上
が
っ
た
こ
と

薬剤師と獣医療の接点拡大薬剤師と獣医療の接点拡大
教育体制整備がカギに ペッ

ト
調
剤
薬
局
登
場
も

用
量
上
げ
再
審
議

用
量
上
げ
再
審
議

一
般
薬
の
医
療
用
薬
同
等
で

ト
ラ
ネ
キ
サ
ム
酸
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